




思春期相談は日をおって困難さを増している。中でも精神科疾患を疑われながら、その境

界線にあるもの、教育制度とからみあうもの、司法、福祉などの法律との関連にあるもの

などは 1人の問題を1つの機関の 1人の担当者によってまかないきれるものではなくなっ

てきている。 

問題を持った思春期の少年少女に対してさまざまな領域からのアプローチが総合的に行わ

れなければ効果のあがらないことはいうまでもない。 

通学しながらシンナー治療のために通院し、時に警察に補導されるというような少年。心

理療法を続けられていた少女が、数年後に分裂症と診断されることもある。逆に精神病院

へ緊急、入院したにもかかわらず、単なるわがままであったということもある｡ 

こうした子ども達の問題に対して、多角的なアプローチをこころみるために、1 つの機関

内の固定したメンバーではなく、問題によってケースカンファレンスのメンバーを広げて

いくという方法をとった。このことは他の領域の知識を吸収すると共に考え方を学び、視

野をそれぞれがひろげるという結果をもたらし、診断、治療、予後を継続させていくとい

う点からも有効であるといえる。 


